
資源管理高度化推進事業（継続）

１ 趣 旨
適切な資源管理により、資源の維持・増大を図るため、我が国におけるＩ

Ｑ方式の導入に向け、その具体的な効果や課題の検証と、資源管理指針・資源
管理計画体制に基づく自主的資源管理の高度化を図ることが喫緊の課題となっ
ている。

このため、ＩＱ方式を試験的に導入する実証調査と資源管理指針・資源管理
計画体制における資源管理計画等の評価・検証及び高度化の推進に係る体制整
備や調査等に支援する。

２ 事業内容
① 資源管理指針等高度化推進事業

ＩＱ方式の実証調査、大臣管理漁業等における資源管理計画等の評価・検証
及び高度化に向けた漁業者協議会等の開催、資源管理計画等の高度化に関する
調査に必要な経費を支援する。

② 資源管理体制高度化推進事業
知事管理漁業における資源管理計画等の評価・検証及び高度化の推進、資源

管理措置の履行確認、資源状況等の科学的データの収集等を行う都道府県資源
管理協議会の運営に必要な経費を支援する。

３ 事業実施主体
① 資源管理指針等高度化推進事業 民間団体等
② 資源管理体制高度化推進事業 都道府県資源管理協議会

４ 事業実施期間
平成27年度～平成31年度

５ 平成28年度概算決定額（前年度予算額）
４０５，１７１千円（４７６，８０２千円）
うち、① 資源管理指針等高度化推進事業 ５５，２９８千円
うち、② 資源管理体制高度化推進事業 ３４９，８７３千円

６ 補助率等
定額

７ 担当課
① 資源管理指針等高度化推進事業

水産庁管理課 ０３－６７４４－２３６１（直）
② 資源管理体制高度化推進事業

水産庁管理課 ０３－３５０２－８４５２（直）



・ＩＱ方式
導入の
可能性

・協議会開催
・履行確認
・計画指導

・その他の高度な管理措置

・資源の悪化が著しい広域魚種の
管理措置

・ これまで、資源管理指針・資源管理計画の仕組みに、基本的に全ての漁業者が参画するよう促進してきたところ。今後も引き
続き、広域に分布する魚種を中心に、更なる参画促進を図る。

・ 一方で、既存の計画の効果について評価・検証するとともに、更なる高度化・見直しに向けた検討と取組を行い、水産日本の
復活に向けて資源管理指針・計画体制の強化を図る。

・ また、ＩＱ方式を導入した資源管理措置の実証試験を行い、資源管理指針・計画に反映する。

資源管理高度化推進事業 【平成28年度予算概算決定額 ： ４０５（４７７）百万円】

・計画等に関する科学的な評価・検証結果

・計画等に関する漁業者自身による評価結果

評価

水産日本の復活に向けた資源管理指針・資源管理計画体制の強化

資源管理指針及び資源管理
計画等の高度化・見直し

・計画等の改善に向けた検討

検討

ＩＱ方式の
効果検証

計画・実行

③資源管理計画等の高度化に関する調査
（１７２ （２３９）百万円）

②資源管理体制の高度化・評価・検証
（２２２ （２２４）百万円）

① ＩＱ方式実証試験調査
（１１（１４）百万円）

事業内容

・ ＩＱ方式の具体的効果を検証する科学
的調査等

・ ＩＱ方式の公的導入に係る影響調査等

・ 資源管理協議会の運営、計画作成・改善指導等
・ 計画等の評価等を行う現地検討会等の開催等
・ 計画等の改善に向けた検討を行う漁業者協議会等の開催

・より高度な資源管理計画等を検討するために
必要な調査等

・ 計画等の評価・検証を行う調査等

事業構成

・ 資源管理体制高度化推進事業 ３５０（４１２）百万円
知事管理漁業について、②・③に取り組む者に対し支援（対象：都道府県資源管理協議会）

・ 資源管理指針等高度化推進事業 ５５ （６５）百万円
大臣管理漁業など広域資源等を対象とする漁業について、①・②・③に取り組む者に対し支援（対象：民間団体等）
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